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 路線バスルート 

国土交通省 GIS データ、美祢市公共交通時刻表に記載されている資料をもとにした、公共交通における路線バスのル
ートマップを以下に示す。 
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 乗合いタクシールート 

（一社）美祢市観光協会発刊の「かるすとタクシー」停留所マップに記載されている資料をもとにした、乗り合いタクシー
のルートマップを以下に示す。冬季を除く平日のみ、 

  



 

2-64 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（4） 施設情報シートの作成 
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 施設情報シートの概要 

1-1. 目的 

本計画の対象施設について、以下に挙げる事項を目的とし、「施設情報シート」を作成した。 
 データベース構築︓市の保有資産を最適に管理・運用し、観光振興を含む一連の施策を行う上での基本的なデータ
ベースを作る。 
 実態把握︓全施設に対し、敷地や建築物の基礎情報、利用状況や経済収支等のソフト的状況、建築年数や老朽
化調査等のハード的状況等の情報を記載し、正確に実態を把握する。 
 評価分析と整備方針策定︓観光振興に関わるソフト・ハード評価を定め、横並びで全施設を評価し、ポートフォリオ分
析※を行う。分析内容をもとに、施設利活用の方向性を定める施設整備方針を検討する。 
※ポートフォリオ分析･･･製品やサービスのマーケティング戦略策定で用いられる分析手法。複数の対象に対して、関連する重要な 2 軸を設定し、交
差軸周囲の 4 象限への配置を行い、傾向が近しい対象をグループ化する。グループごとの傾向に合わせ最適な戦略を決定する。 

1-2. 記載内容 

施設情報シートの記載内容について、以下に記す。 
■A︓施設・棟番号と名称 
施設番号、施設名称、棟番号、棟名称を記載す

る。1 施設につき複数棟がある場合は、施設番号・名
称は共通とし、棟番号・名称を追加していく。 
■B︓施設情報 
施設（建物）の基本情報を把握する。地区（ア

～サまで設定）、施設住所、主要用途、施設概要、
築年数、建築情報、構造種別、外部仕様、昇降機
有無、特筆項目、建設費、建物性能、工事履歴を
記載する。 
■C︓土地情報 
土地の基本情報を把握する。敷地面積、地形、用

途地域（都市計画法）、地種区分（自然公園
法）、地目（登記地目）、インフラ状況（上水、下
水、ガス、電気、その他）を記載する。 
■D︓権利関係 
土地、建物それぞれの権利関係を把握する。土地

所有者、土地所有形式、建物所有者、建物所有形
式、土地建物主管課、管理運営者、管理運営方
式、管理運営主管課を記載する。 
■Ｅ︓災害危険度 
土砂災害、水害、地震の災害危険度を把握する。 

■Ｆ︓施設利用状況 
施設の利用状況を把握する。過去 4 年度分の施設許容人数（分母）、推定利用者数（分子）から、利用率／稼

働率を算出し、記載する。 
■Ｇ︓施設利用状況グラフ 
Ｆで算出した、利用率／稼働率を折れ線グラフに表現する。  
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■H︓収支（施設毎のバランス）単位︓千円 
施設別の収支を把握する。過去4 年度分の収入、

支出、施設原価償却費から収支差額を算出し、記
載する。施設原価償却費は財務省減価償却資産の
耐用年数表（昭和 40 年財務省令 15 号）に基づ
き、算出する。 
■I︓経済的評価 
H で算出した、収支差額を棒グラフで表現する。 

■J︓ハード評価 
ハード面（主に土地・に建物に関する内容）におけ

る施設評価をする。老朽化調査、建築年数、災害
危険度、耐震性能、バリアフリー性能の 5 項目で構
成し、平均点をハード評価点（50 点満点）として
記載する。 
■K︓ソフト評価 
ソフト面（主に使われ方に関する内容）における施

設評価をする。経済的評価、利用状況、実態調
査、満足度調査の 4 項目で構成し、平均点をソフト
評価点（50 点満点）として記載する。 
■L︓施設整備方針検討のためのポートフォリオ分析 
J、K で算出した、ハード評価・ソフト評価の指標を

組み合わせたポートフォリオ分析を行い、総合判定を
記載する。総合判定は、ハード・ソフト評価の平均点からの高低により、4 つの傾向に分類した結果を記載する。 
A)ソフト整備、ハード整備ともに急がない施設 
B)ソフト整備は急がず、ハード整備を急ぐ施設 
C)ソフト整備は急ぎ、ハード整備は急がない施設 
D)ソフト整備、ハード整備ともに急ぐ施設 

 
※元情報出典︓ 
（A~L）美祢市観光総務課提供 
（B）美祢市観光施設状況調査業務「施設台帳」（平成 26 年 3 月）（美祢市観光総務課・株式会社オオバ） 

 


